
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

① 

も
の
を
成
し
遂
げ
る
辰
年
へ 

 

～
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る
年
に
～ 

校
長 

澤
田 

法
義  

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
元
旦
は
良
い
天
気

で
、
各
地
で
初
日
の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様

に
は
、
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
も
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
支
援
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
は
、
「
辰
年
」
で
す
。
「辰
年
」っ
て
ど
ん
な

傾
向
が
あ
る
年
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
過
去
を
調
べ

て
み
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
国
家
的
な
、
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
ア
ジ
ア
初
）、
東
海
道
新
幹

線
開
業
（
当
時
世
界
最
速
）、
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通

（当
時
世
界
最
長
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
）、
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
（現
在
も
世
界
最
高
電
波
塔
）、
瀬
戸
大
橋
開

通
な
ど
で
す
。
そ
う
言
え
ば
、
今
年
は
佐
倉
の
大

先
輩
、
津
田
梅
子
さ
ん
が
新
５
０
０
０
円
札
で
７

月
に
登
場
し
ま
す
。
大
阪
万
博
も
本
格
的
に
建
設

が
始
ま
り
ま
す
ね
。
国
家
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
と
い
う
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
「
辰
」（龍
や
竜
）に
は
、
「登
竜
門
」
（成
功

へ
の
関
門
の
こ
と
）、
「画
竜
点
睛
」（
物
事
を
完
成

さ
せ
る
最
後
の
仕
上
げ
の

こ
と
）な
ど
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
大
き
な
物
事
を
成

し
遂
げ
る
た
め
に
は
、
「
辰

年
」が
最
良
の
よ
う
で
す
。

他
に
も
こ
の
辰
年
に
は
、
多

く
の
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。

調
べ
て
み
る
と
面
白
い
で
す
よ
。 

さ
て
、
令
和
５
年
度
の
締
め
く
く
り
の
時
期
に

な
り
ま
す
。
こ
の
３
ヶ
月
で
１
年
間
の
ま
と
め
と

共
に
次
年
度
へ
の
準
備
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
進
級
や
卒
業
に
向
け
て
、
有
終
の
美
を
飾

る
べ
く
、
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「守
破
離
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
剣
道
や
茶

道
な
ど
で
、
修
行
に
お
け
る
段
階
を
示
し
た
も
の

で
す
。
「守
」は
、
師
や
流
派
の
教
え
、
型
、
技
を
忠

実
に
守
り
、
確
実
に
身
に
付
け
る
段
階
。
「
破
」は
、

他
の
考
え
、
自
分
に
合
っ
た
よ
り
良
い
も
の
を
取

り
入
れ
、
心
技
を
発
展
さ
せ
て
既
存
の
型
を
破
る

段
階
。
「離
」は
一
つ
の
流
派
か
ら
離
れ
、
独
自
の

新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
確
立
す
る
段
階
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
か
け
る
時
間
に

は
長
短
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
「守
破
離
」
の
段

階
を
中
学
校
３
年
間
で
考
え
る
と
３
年
生
は
、
ま

さ
に
「離
」の
段
階
で
す
。
新
し
い
高
校
生
活
に
向

け
て
、
中
学
校
３
年
間
を
基
に
し
て
、
更
に
新
し
い

力
強
い
自
分
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
で
最

も
充
実
し
た
３
ヶ
月
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
３
年
生
に
も
、
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
る

中
学
校
生
活
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
辰
年
に
因
み
、
臼
井
中
の
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
、
天
を
上
る
「
龍
（辰
）」
の
よ
う
に
、
「飛
躍
の

年
」
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

② 

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

校
長 

澤
田 

法
義  

連
日
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
や
新
聞
か
ら
、
能
登
半

島
地
震
の
被
害
の
甚
大
さ
は
、
今
も
そ
の
全
容
が

見
通
せ
な
い
大
変
な
状
況
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

倒
壊
し
た
家
屋
の
下
に
は
ま
だ
人
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
救
援
も

様
々
な
要
因
か
ら
、
十
分
に
届
い
て
い
な
い
こ
と

も
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
孤
立
し
た
集
落
が
あ

り
、
困
窮
と
寒
さ
の
中
助
け
合
う
被
災
者
。
家
族

の
生
存
を
信
じ
て
茫
然
と
家
屋
を
見
つ
め
る
被
災

者
。
本
当
に
つ
ら
い
状
況
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
胸
が

震
え
ま
す
。 

報
道
で
見
聞
き
し
た
こ
と
で
す
が
、
「
こ
れ
く
ら

い
し
か
で
き
な
い
け
れ
ど
」
と
車
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
差
し
入
れ
て
く
れ
る
人
、
「
昔
家
族
が
世
話

に
な
っ
た
か
ら
」
と
名
前
も
言
わ
ず
灯
油
を
持
ち

寄
っ
て
く
れ
る
人…

、
そ
の
ほ
か
に
も
大
勢
の
人

が
被
災
者
の
た
め
に
歯
を
食
い
し
ば
り
、
力
を
尽

く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
倒
壊
し
た
家
屋
の
前
で

「
妻
が…

、
娘
が…

、
こ
こ
に
い
る
ん
で
す…

。
」
震

え
る
声
を
絞
り
出
し
て
い
る
被
災
者
の
涙
声
が
耳

か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
は
、
地
震
が
世
界
一
多
い
国
で
す
。
い
つ

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
首
都
直
下
型
地
震
、
千

葉
県
東
方
沖
地
震
、
ま
た
大
雨
や
大
雪
に
よ
る
被

害
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
目
の
前
に
あ
る

こ
と
を
一
生
懸
命
頑
張
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

編
集
・
発
行 

佐
倉
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◇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
安
全
教
室 

１１
月
１６
日
（
木
）
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
担
当
者
を
講

師
と
し
て
招
き
、
校
内
リ
モ
ー
ト
に
よ
っ
て
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
安
全
に
正
し
く
活
用
し
て
い
く
た
め
の
授
業
」

と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
各
種
モ
バ
イ
ル
に
関
わ
る

事
で
、
ネ
ッ
ト
依
存
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
、
誘
い
出
し
、

な
り
す
ま
し
、
個
人
情
報
漏
洩
、
肖
像
権
侵
害
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
つ
い
て
、
危
険
の
実
態
を
生

徒
に
正
し
く
知
ら
せ
、
未
然
に
防
ぐ
知
識
と
勇
気

を
持
っ
た
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
と
考
え
ま
し

た
。 Ｓ

Ｎ
Ｓ
安
全
教
室
の

内
容
は
、
具
体
的
な

事
例
を
も
と
に
、
一
人

一
人
が
考
え
な
が
ら

取
り
組
め
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
、
リ
モ
ー

ト
で
の
実
施
で
し
た

が
、
み
ん
な
真
剣
な
面

持
ち
で
参
加
し
て
い
ま

し
た
。 

 

◇
赤
い
羽
根
募
金 

１１
月
８
日
（水
）
か
ら
１１
月
１０
日
（
金
）
の
３

日
間
、
午
前
７
時
５０
分
か
ら
午
前
８
時
ま
で
の

１０
分
間
、
生
徒
昇
降
口
前
で
、
生
徒
会
本
部
役

員
が
中
心
と
な
っ
て
赤
い
羽
根
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
１０
分
間
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

登
校
し
て
き
た
多
く
の
生
徒
が
募
金
に
協
力
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
３
日
間
で
１
万
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◇
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
街
頭
活
動 

１２
月
１１
日
（
月
）
に
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、

う
す
い
東
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
歳
末

助
け
合
い
募
金
に
参
加
し
ま
し
た
。
寒
い
中
で
し

た
が
、
多
く
の
方
が
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
募
金
に

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

◇
ち
ば
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
☆
パ
ス
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

千
葉
ゼ
ル
バ
公
式
戦
観
戦
の
実
施
に
つ
い
て 

千
葉
県
で
は
、
県
内
ト
ッ
プ
・
プ
ロ
ス
ポ

ー
ツ
と
連
携
し
た
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
の
た
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
（
デ

ィ
ビ
ジ
ョ
ン
３
）
所
属
「
千
葉
ゼ
ル
バ
（
法
人

名
：
一
般
社
団
法
人
千
葉
ラ
イ
ズ
）」
と
の
連

携
事
業
と
し
て
、
公
式
戦
観
戦
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
希
望
の
方
は
、
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

 ※
実
施
要
項
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。 

       

①
２
月
１７
日
（土
） 

午
後
１
時 

②
２
月
１８
日
（日
） 

午
後
１
時 

 
 

【申
し
込
み
】 

 
 

 

１
月
２９
日
（月
）
午
前
１０
時 

か
ら 

 
 

 

２
月
４
日
（日
）
午
後
１０
時 

ま
で 

 

③
３
月
９
日
（
土
） 

午
後
１
時 

④
３
月
１０
日
（日
） 

午
後
１
時 

 
 

【申
し
込
み
】 

 
 

 

２
月
１９
日
（月
）
午
前
１０
時 

か
ら 

 
 

 

２
月
２５
日
（日
）
午
後
１０
時 

ま
で 

  

◇
１
月
の
予
定 

※
１
月
９
日
（火
）
全
校
集
会 

※
１
月
１０
日
（水
）
給
食
開
始 

全
校
評
議
会 

※
１
月
１１
日
（木
）１
・
２
年
佐
倉
市
学
力
状
況
調
査 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

３
年
実
力
テ
ス
ト 

一
斉
下
校 

※
１
月
１６
日
（火
）
１
月
分
諸
経
費
振
替
日 

※
１
月
１７
日
（水
）
学
級
優
先
日 

※
１
月
１８
日
（木
）ち
ば
っ
子
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト

実
施
（
１
・２
年
） 

一
斉
下
校 

※
１
月
２２
日
（月
）
生
徒
委
員
会 

※
１
月
２３
日
（火
）
委
員
会
報
告 

※
１
月
２５
日
（木
）
新
入
生
保
護
者
説
明
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
斉
下
校 

※
１
月
２６
日
（金
）
～
２
月
２
日
（
金
） 

 

教
育
相
談 

申込み用 

二次元バーコード 

 

https://www.zelva.jp/chibayume/ 


